
（別紙３）

～ R8年 7月　31日

（対象者数） 3 （回答者数）
3

～ R8年 7月　31日

（対象者数） 8 （回答者数）
8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・本人の様子の変化を日々とらえ、すぐに支援につなげる。

・児発管の見え方と現場職員の見え方の認識を整理したうえ

で支援する。

2

・職員の専門性向上のための研修機会をつくる。

・児童の興味の移り変わりを敏感に察知し、それを反映させ

た活動の実施。

3

・保護者の今抱えている悩みに対しての具体的アプローチの

実施。（子育てアドバイスなど）

・アプリ機能を最大限に活用する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者が参加しやすい曜日や時間帯を把握するとともに、オ

ンラインでの開催含め、多様な参加方法を検討する。また、

保護者のニーズを踏まえてテーマや内容を工夫し、年間を通

して計画的に保護者会を開催できる体制を整えていく。

2

家族へのアンケートや日々の相談等を通してニーズを把握

し、関心の高いテーマを設定するとともに、平日夕方やオン

ライン等、参加しやすい方法を工夫する。また、研修会の開

催に加えて、事業所通信や資料配布等も活用し、年間を通し

て家族への情報提供の機会を増やしていく。

3

児童館や他事業所等とのつながりを活用し、無理のない範囲

で交流の機会を増やしていく。また、地域で開催される行事

への参加や、事業所で小規模な地域交流イベントを企画する

など、子どもたちが地域の児童と関わる機会を少しずつ増や

していく。

○事業所名 児童発達支援事業所swallow

○保護者評価実施期間
R8年 7月 1日

○保護者評価有効回答数

R7年 7月 1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　8月　24日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・放課後児童クラブや児童館との交流、地域の他の子どもと活

動する機会が少ない。

児童館の保護者との交流や他事業所との交流等、地域との関わ

りは一部実施できたものの、年間を通して継続的・計画的に地

域の児童と交流する機会が十分に確保できていなかったことが

要因として考えられる。また、活動時間や日程の調整、交流先

の開拓等にも課題があった。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・保護者会の開催ができておらず、保護者同士の交流の機会が

あまりない。

平日のみの運営であるため、保護者の就労状況や家庭事情等に

より参加可能な時間帯が限られ、全家庭が参加しやすい日程の

調整が難しいことが要因として考えられる。また、日々の送迎

時や連絡帳、個別面談等を通して保護者との情報共有を行って

いることから、保護者会の開催が後回しになりやすい状況もあ

る。

・家族等が参加できる研修会や情報提供の機会をあまり設けら

れていない。

保護者が参加しやすい曜日や時間帯を把握するとともに、オン

ラインでの開催など、多様な参加方法を検討する。また、保護

者のニーズを踏まえてテーマや内容を工夫し、年間を通して計

画的に保護者会を開催できる体制を整えていく。

・本人、保護者のニーズに合わせた個別支援計画の作成。

（支援計画と実際の支援がリンクしていること）

・アセスメントシートは5領域を意識して作成したフォーマッ

トを使用。

・本人や保護者の言葉の真意をくみ取ったうえでの計画作成。

・計画案から本案へ移る際、保護者に対し、支援ニュアンスの

認識があっているかについて丁寧に確認。

・児童の興味に合わせた教具を使用したうえでの個別療育の実

施。

・ひらがな、数字の学習に注力した支援の実施。

・児童が楽しみながら社会性・人間関係を育める集団活動の実

施。

・オリジナル教具と専門性の高い既成の教具を組み合わせて使

用。

・音と文字の結びつきを意識したひらがな、数字学習の実施。

・児童同士のつながりを必要とする工夫をして集団活動を実

施。

・きめ細やかな支援内容記録の提供。

（アプリを通じて行い、使いやすさと見やすさも重視）

・プライバシー配慮した写真付きの支援記録の提供。

・児童の反応の変化を細かく表現した支援記録の提供。

事業所における自己評価総括表公表


